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　 1 ，　 緒 言 ； 　 先 に ，　 超 塑 性 二 樹 ス テ ン レ ス 鋼 N，ES64 （ 日 本 冶 金
一
1二 業 製 ） を 通 常 の

．L 相 ス テ ン レ ス 鋼 （ J 【S　 329JL 以 下 Sti　S329 と 略 記 ） で サ ン ド ウ ィ ッ チ し た 固 相 変 形

接 合 材 を シ ャ ル ピ 衝 撃 試 験 し た 結 果、　 吸 収 エ ネ ル ギ と 接 合 界 面 の 欠 陥 率 と の 閥 に は

よ い 柑 関 の あ る こ と ，　 お よ び ，　 こ の 破 面 観 察 か ら 低 い 吸 収 エ ネ ル ギ を 示 し た も の ほ

ど 比 較 的
・F 坦 な へ き 開 破 而 が 多 く 見 ら れ る こ と を 報 告 し た。　エ の よ う に 破 壊 機 構 の

観 察 に は 破 而 観 察 が よ く 用 い ら れ る が ，　 亀 裂 の 動 的 な 進 展 を と ら え る こ と は 困 難 で

あ る、、 本 報 告 で は こ の 接 合 界 面 に 存 在 す る 未 接 合 部 （ ボ イ ド ） を 含 む 接 合 部 界 iiiの

変 形 ・破 壊 過 程 を SEM 内 変 形 装 置 を 用 い て 直 接 観 察 し，　こ の 変 形 破 壊 機 構 を 有 限

要 素 法 弾 塑 牲 解 析 に よ る 応 力 状 態 と 比 較 検 討 し た、，

　 2 ．　実 験 方 法 ： 　 試 験 片 の 接 合 は 直 径 19mm の 被 接 合 材 （S　Li　S329 ） の 腿 に 板 厚 】「nm

の Nl1S64 を イ ン サ ー ト し、　接 合 温 度 1373K ， 接 合 圧 力 5、11’　a， 接 合 時 聞 3．6ksec 、 へ「

シ ー．一ル ド カ
’

ス 中 で 行 っ た ．　二 の 間 相 接 合 材 か ら Fig ，1 に 示 す 三 点 1111げ 試 験 片 を 切 り

出 し Sllll観 察 用 試 験 片 と し た 。 　三 点 曲 げ 荷 重 迷 度 は 3．3 μ m ／ sec と し．　途 中，　 適 ：自1 変

形 を 停 止 し，　二 次 電 子 像 を 写 真 撮 影 し た ほ か ，　 ビ デ オ テ
ープ に 記 録 し 解 柝 し た 、，

　 3 ，　有 限 要 素 法 弾 塑 姓 解 柝 モ デ ル ； 　 解 1斤 に 用 い た 試 験 片 は 固 相 接 合 材 か ら 切 り

1
，1iし た も の を 想 定 し，　 接 合 後 の イ ン サ

ー i・材 の 厚 さ は 0．8mm と し，　 こ の イ ン サ ー
ト

材
．

の
．一

方 の 接 合 罪 而 に ノ ・
ソ チ 先 端 が く る よ う な シ ャ ル ピ 衝 撃 試 験 川 V ノ ッ チ 」 IS4 弓

．

試 験 片 鉗 当 の サ イ ズ と し た c 　奥 行 き は 単 位 長 さ 1mm の
’
卜 面 ひ ず み モ デ ル と し た 、， 要

素 分 割 は U）欠 底 近 傍 に お い て 0．09mm と 細 か く し た 。　ボ イ ド は 線 状 欠 陥 と し，　 こ の 大

き さ は 0．16mm と 実 在 の ボ イ ド よ り 相 当 大 き い 、、 ボ イ ド は 1 個 の 場 合 と ボ イ ド が ク ラ

ス タ
ー

状 に 3 個 お よ び 5 個 連 な っ た 場 合 に つ き，　 そ れ ぞ れ ボ イ ド が UJ欠 底 近 傍 お よ

び 試 片 高 さ の 中 心 近 傍 に あ る 場 合，　 さ ら に 両 者 の 中 問 に あ る 場 合 つ い て 解 析 し た tt

　 被 接 合 材
．

と イ ン サ
ー

ト 材 の 特
．
性 は 弾

一
直 線 硬 化 特 性 で 近 似 し た c 　降 伏 は ミ ー ゼ ス

の 降 伏 条 件 に よ り，　曲 げ 荷 重 は 686N を 試 験 片 【11央 に 加 え，　98N 毎 に 解 析 結 果 の 出 力

を 求 め た 、、 川 い た 構 造 解 析 プ ロ グ ラ ム は S｛ARC 　 K5 、
・ersi 〔｝ n で あ る、、

　 4 ．　 SEM 内 そ の 場 観 察 結 果 と 有 限 要 素 解 柝 結 果 の 関 係 l 　 SEM 内 そ の 場 観 察

Mj の 試 験 片 の 切 欠 底 に 接 合 界 面 を ・致 さ せ る の は 相 当 困 難 で ， 接 合 罪 而 が 70 μ m 程

度 切 欠 底 中 心 か ら 離 れ て い る も の に つ い て の 観 察 結 果 を Fig ．2 に 尓 す 。　こ の 場 合 ．

切 欠 底 中 心 近 傍 の δ 相 に 先 ず す べ り を 生 じ，　荷 重 の 増 加 に 伴 い 次 第 に 接 合 界 面 に も

広 が る （ a ＞。　亀 裂 は こ の 接 合 界 瞳蓐 の 内 部 よ り 始 ま る も の が 多 い 。　こ の 結 果 ，　V 溝

削 り し た 時 に 5〜 LO μ m カ ッ タ
ー

に よ り む し り 取 ら れ た 部 分 に 亀 裂 の 進 展 が 現 れ た
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